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茨城県における景気の山・谷の設定について

　茨城県統計課では，景気循環の局面判断や各循環における経済活動の比較などのため，「茨城県景気動

向指数」の算定に用いる指標をもとに，本県の景気の拡張と後退の転換点である景気の山・谷を設定し

ています。景気の山・谷は国でも設定しており，令和２年７月30日に，内閣府が平成30年10月を全国

の「景気の山」として暫定設定しました。

　これを受け，本県でも景気の転換点を算定したところ，平成30年９月に「景気の山」を迎えていたこ

とが明らかとなりました。

　今回は，茨城県における景気の山・谷について紹介します。

１　景気循環と景気基準日付（景気の山・谷）

　景気は拡張と後退を周期的に繰り返しており，景気の底（「景気の谷」といいます。）から景気が拡

張してピーク（「景気の山」といいます。）を迎え，やがて後退して底をつくまでを１循環として考え

ます。換言すれば，景気の拡張局面から後退局面への転換点が「景気の山」，景気の後退局面から拡張

局面への転換点が「景気の谷」であり，景気の谷から次の谷まで（谷→山→谷）が１循環です。

　こうした転換点とみなされる時点を「景気基準日付」といい，景気基準日付を設定するということ

は，景気の山や景気の谷を決めることを意味します。

２　景気基準日付の設定方法

　景気動向指数に用いる指標は，実際の景気に遅れて反応する「遅行系列」，実際の景気とほぼ同時に

連動する「一致系列」，実際の景気よりも先に反応する「先行系列」の３種類に分類され，景気基準日

付の設定で用いられるのは「一致系列」の指標です。

　本県の「一致系列」の指標は７系列で，７系列それぞれについて，ブライ・ボッシャン法と呼ばれる

手法（山・谷の検出条件を３つ設け，それらを全て満たす期間のうち，系列の数値が最も高い月を景

気の山，最も低い月を景気の谷とするもの）により景気の山・谷を検出し，谷の翌月から山の月まで

を「＋」，山の翌月から谷の月までを「－」とします。
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　次に，各月のヒストリカルDI（７系列中「＋」となった系列の割合のこと。）を計算し，ヒストリ

カルDIが50％を下回る直前の月を「景気の山」，50％を上回る直前の月を「景気の谷」と定め，景気

基準日付を設定します（【表１】ヒストリカルDI変化方向表参照）。

３　第16循環について

　我が国では，戦後16の景気循環を確認しており，茨城県においても，第８循環から第16循環までを

確認しています（【表２】茨城県と全国の景気基準日付参照）。

　【図１】茨城県景気動向指数（ＣＩ一致指数）の推移は，一致系列から算出した「一致指数」のうち，

CIと呼ばれる景気の量感を表す指標の推移と直近４循環分の景気基準日付を示したものです。白色

の部分が景気の拡張期，灰色の部分が景気の後退期を表しています。

　平成24年頃は円高が続き，景気は後退していましたが，政権交代による経済政策の転換や日銀の金

融緩和により円安基調となって輸出が伸び，製造業のウエイトが高い茨城県でも平成25年３月を景気

の底として，以後回復基調へ転じていきました。第16循環の始まりです。景気の拡張は66か月続き，

第14循環の68か月に次いで過去２番目の長さとなりましたが，平成30年９月頃には米中貿易摩擦が

強まり，輸出入などに影響が及んだことで，景気は後退期に突入しました。また，消費税が10％に引
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き上げられた令和元年10月や，新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言下にあった令和２年４

～５月は，景気の落ち込みが強まっています。

　第16循環の景気の谷はまだ判明しておらず，景気の後退が続いている状況です。

 


